
　インスタグラムの＃太田カフェで見つけたのが、2019年4月にオープンしたばかりのコーヒー屋　EARTHLIGHT COFFEE（アースライトコーヒー）さん。 
スタジオ発の趣味でつながるコミュニティ『カフェとスイーツ部』の一員として休日に訪れてみました。とても気さくで話しやすい店主の半田拓也さん。 

「なんのお仕事されているんですか？」というありふれた話題からオーナー清水との対談企画が実現しました。

なんか変わったことしてそうだな、と思って。
清水：今回このような機会になって
嬉しいです。ありがとうございま
す。スタッフから「スタジオのコン
セプトや建てた理由を聞いてみたい
という方がいるのですが会ってみま
せんか？」とお話をいただいて、そ
ういう発想で持ってきてくれるん
だ～と思って。 
半田さん(以下 半田)：いえ、こちら
こそありがとうございます。 
細川：こうなったのも本当にたまた
まですよね。

半田：そうですね、(お店に来てく
れた時に)なんか変わったことして
そうだなと思って。 
細川：変わったことって（笑） 
清水：よかったね（笑）なんかオー
ラ出てたんだよ！

清水：「勉強することがもっと好き
になる場所」「交流によって様々な
出会いや幅広い学びの機会を得るこ
とができる仕組み」 
私がやりたかったものがすべて集約
されているって思って。今まで二の
足を踏んでいたけど、これは絶対に
やりたい！って思ったんですよね。 
「あったら嬉しい」をこの地域の人
たちが自分の中に必要とするところ
まで持っていくことができるのかと
いう不安もあったけど、それを吹っ
飛ばすくらいのタイミングだった！
勉強カフェに出会わせるためとしか
思えない出来事だったから。 
半田：いいですねぇ。そういう出会
い。 

やりたかったものがすべて集約されている、 
それを創っている人がいる！
－オーナー清水と勉強カフェとの出
会いは偶然が偶然を呼ぶような出来
事で…。 

細川：どういった経緯でスタジオを
つくったんですか？ 
清水：私は高校卒業後に地元を離れ
て大学進学・就職・結婚をして、そ
して40歳になって帰ってきたんで
す。それから祖母の会社を引き継い
だけど自分のやりたいことでもなく
て。でもカフェ自体はすごくやりた
かったの。「人が集まる場所」への
意識が強かったですね。出張帰り、
手違いで乗る予定のなかった飛行機
や特急電車を乗り継いで偶然手にし
たフリーペーパーで勉強カフェの存
在を知りました。

清水：勉強カフェを通して人材の育
成もあるし、建物の成長もある。な
により会員様に楽しんでいただけた
らいいなと思います。 
でもまだまだですよ、自分も。いろ
んなことができるのではないかと膨
らませながら成長していきたいで
す。今日はお話しを聞かせていただ
いて楽しかったです。ありがとうご
ざいます。 
半田：僕も楽しかったです。 
ありがとうございました。

清水：スタジオの各ルームは会議な
どスタジオが提供する一方的なやり
方だけじゃないです。ここを何かを
創りだす拠点・土台にしていただき
たいと思っています。だから「今度
こういうのをやろうと思うんだよ
ね」と聞くとワクワクします！たと
えば水彩画教室を開きたいって会員
様から声を掛けていただいた時はと
ても嬉しかった！ 
半田：建物を拝見して「あ、ここで
こういうのできるな～」ってイメー
ジが湧いてきました！いろんな人の
やりたいことがすぐできるような感
じ。

清水：カフェ好きの方も多いのでセ
ミナールームで出張コーヒー会なん
てどう？コーヒーのことはもちろ
ん、何をもって起業したのかとか。
これから起業されたいという方もい
らっしゃるのでお話を聞きたい方も
結構いるんじゃないかな！ 
半田：機会をいただければ是非やっ
てみたいですね！

いろんな人のやりたいことがすぐできる。 
柔軟な発想がスタジオの刺激になる！
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－お店を始める前は高崎の「大和
屋」というコーヒー専門店に勤めて
いた半田さん。 
最初からコーヒー屋をやろうと思っ
ていたわけではないそう。 

半田：アルバイトがきっかけでした
が「落ち着く」「このコーヒーが飲
みたい」と人が集まるそのオリジナ
リティがいいなと。いろいろなお店
を訪ねた時に今のコーヒー屋に何が
足りないのかその人の良いところ、
そうじゃないところを見て足りてい
ないと思うことを自分のお店で取り
入れてやっています。より多くの方
においしいコーヒーを飲んでいただ
きたいので。 

清水：お店は知り合いの設計？ 
半田：ほとんど僕がやりました。も
ともと父が清掃会社を経営していて
事務所の1階でコーヒー屋をやって
います。日中は清掃業をしていて、
お店は夜オープンが基本になってし
まうので仕事帰りでも来られるよう
にあえてめちゃくちゃオシャレとか
にしないで、自分がつくりました
よ！みたいな感じにしました。

EARTHLIGHT COFFEE 
アースライトコーヒー

〒373-0842 
太田市細谷町1179-4 1階 
TEL 0276-31-6300 
営業日・時間について 
インスタグラム(@earthlight_coffee)
を基本に営業スケジュールを告知して
います。
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都内ではコーヒーのサードウェーブ
(浅煎りで苦味のないもの)は浸透し
て今は“家飲みコーヒー”が来てると
思っています。でもまだ僕の住んで
いる場所まで浸透していません。だ
から今やるのがちょうどいいと思っ
て。根付くには早いと思うので続け
て「最初にやった」っていうところ
で今後お客様が知ってくれたらと
思っています。
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好　き　が　止　ま　ら　な　い　！　大　人　の　部　活　動「　カ　フ　ェ　と　ス　イ　ー　ツ　部　」

ースタジオからのお知らせー

カフェとスイーツ部

半田さん(以下、半田)：よっし！
しゃべるぞー！（笑） 

－あはは（笑）よろしくお願いしま
す！改めてお店のことを聞いてもい
いですか？ 

半田：コーヒー専門店です。コー
ヒー豆の販売とコーヒードリンクの
テイクアウト、そして店内ではお菓
子が付いてコーヒーを飲むことがで
きます。 

－お店は営業時間が毎日異なります
が、どうしてですか？ 

半田：父が清掃業を営んでいて、そ
の仕事の合間を縫ってコーヒー屋を
営業しています。 
なので営業時間はインスタグラム
(@earthlight_coffee)でお知らせし
ています。

－半田さんの夢は？ 

半田：海外のコーヒー豆農園と契約
することです！ 
社会貢献をしたくて経営をしたいと
思ったので。コーヒー屋で出来る中
で一番の貢献は「一番遠い人の生活
を豊かにすること」 

－コーヒー豆の産地には貧困問題を
抱えている国もありますしね。 

半田：コーヒー農園の人たちはそれ
だけでは生活が成り立たないので麻
薬の原料を育てているところもあり
ます。コーヒーよりも高値で取引さ
れて生活が安定するという理由で。
コーヒー豆を適正な価格で仕入れら
れるようにお店が大きくなればいい
と思っててそれが一番の目標です！ 

－遠く海外の生産者まで影響を与え
られるということは日本にいる人も
だいぶ意識の変化がありますよね。 

半田：そういう意味で一番貢献でき
るなって。それまでどうするかって
いうのはいろいろ考えていて。その
一つが登山用のコーヒーとか。まだ
需要の少ないところをヒットさせて
いく感じで。

－なんですか！登山用のコーヒーっ
て？ 

半田：標高が高くなると沸点が変
わってしまうんです。だからそれに
合うコーヒーを作るのと粉をそこら
へんに捨てられないのでその辺り工
夫したりとか。そういう登山者が喜
ぶようなコーヒーを思いついたので
それを作りたいがために知り合いと
一緒に登山してきましたけど、もう
行きたくないです（笑） 

－すごい。どうやってそういうの思
いつくんですか？ 

半田：僕、多趣味でもなんでもない
んですけど、あえて大学時代にいろ
いろなものに手を出したんです。 
音楽は高校からですけど、コー
ヒー、美術、建築、写真、本 etc.た
ぶんそれが今になって活かされてい
るというか。掛け合わせたら面白い
ものができると思ってます。 
でも肝心なのはコーヒーなので。そ
れから外れるようなことはしたくな
くて。

－最後の締めはどうしようかな。 
半田さんにとってコーヒーとは！ 

半田：「愛」です！ 

－情熱大陸！ 

半田：え、書かないでくださいよ？ 

－！！！ 

半田：やめて、やめて（笑） 
なんなら僕、コーヒーじゃなくても
良かったんですよ。アルバイトで
コーヒー屋やって、感じ良さそうだ
な～。それで高い金額でも飲みに来
るのってなんでだろうって気になっ
て。そこからコーヒーにハマって…
愛、ですかねぇ？ 

－最初に出てきた言葉が一番いいん
ですよ！ 

半田：困ったなぁ。愛じゃないんだ
よな、でも愛なんですよ。

　とある夜のスタジオでオーナーや会
員さまと話しているときに「オススメの
カフェありますか？」という話題から  
気軽に始まった大人の部活動企画。 
『カフェとスイーツ部』 

カフェとスイーツ部の活動内容は３つ！ 

• 活動報告会 

• 新規開拓 

• フィールドワーク

お気に入りのカフェやスイーツを語り合
い、情報を共有して、実際にお店に行っ
てカフェタイムしよ！ってことです。 

ということで先日、活動報告会という
名のカフェ座談会を開催。 
部員の他に当日スタジオにいた方の飛
び入り参加OKにして総勢６名で楽しく
お話ししました。 
  
さすが大人の情報網はスゴイ！ 
カフェ・ベーカリーだけで21店舗のお
名前が挙がりました‼ 
第1回目からみなさん飛ばし過ぎです
（笑）

みなさんSNSなどを駆使してカフェ活を
されていて行動エリアも広いです。 
そしてカフェの店主ともどんどん打ち解
けていくコミュニケーション力の高
さ！

行ってみたい・飲んでみたい・食べてみ
たい！ 
そう思ったら、その楽しい気持ちを大
切にして素敵な時間を過ごしてくださ
い。 
お店の方と話すのも、お友達と時間を
共有するのも、おひとりで静かにゆっく
り過ごすのもどれも素敵なことで、私は
大好きな時間です。 

先日「ふるカフェ系ハルさんの休日」と
いう番組でここでも挙がった妻沼のY’s 
cafeさんが出演されていました！部員の
皆さんとのフィールドワークを早く実現
させたいなと思いました♪
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-MY FAVORITE CAFE-

　もっと半田さんの話しが聞きたくなって追加取材
を敢行！高校の先輩・後輩のゆる～い取材のつもり
が思わぬ深い話が聞けました。

会員さま・スタッフを交えて趣
味でつながるコミュニティ。 
性別や年代、職業などの垣根を
越えて好きなものについて話す
楽しい仲間をつくりませんか？

－コーヒー屋をやろうと思ったのは
いつからですか？ 

半田：大学生の頃なので7～8年前か
らです。経営に関して勉強もしまし
たが、あとは自分の感性でって感じ
で。「自分のやりたいことはこうで
す！」ってしっかり示していれば来
たい人が来るかなって。

　半田さんのビジョンや行動力、そ
して心から楽しんでいる姿は人を惹
きつけ、応援したくなる魅力の持ち
主でした！

http://d.hatena.ne.jp/keyword/SNS

